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平成２２年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と決算値との差異 
および通期業績予想の修正並びに特別損失の発生に関するお知らせ 

 
 

平成 21 年４月 28 日に公表した平成 22 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と、本日公表の当該

連結累計期間決算値に差異が生じましたので以下のとおりお知らせいたします。あわせて平成 22 年３月期

通期の業績予想につきましても、以下のとおり修正をいたします。 

 

1. 第２四半期連結累計期間の業績予想値と決算値との差異 

（1）第２四半期連結業績予想と決算値との差異 

 （平成 21 年４月１日～平成 21 年９月 30 日）                （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり
当期純利益

前回発表予想（A） 52,000 100 100 0 0 円 00 銭

今 回 実 績 （B） 51,017 △169 △277 △204 △16 円 06 銭

増減額（B－A） △983 △269 △377 △204 －

増減率（％） △1.9 － － － －

前期 第２四半期実績 57,492 907 987 410 32 円 17 銭

 
（2）差異の理由 
  ＢtoＢビジネス（主に事業会社向け事業）において、現下の航空業界の急激な需要減退に伴い、

航空関連事業の収益が大きく落ち込んだこと、並びにＢtoＣビジネス（主に消費者向け事業）におい

ては、フーズビバレッジ事業が増収を確保したものの、航空旅客数の減少や個人消費における節約

志向の高まりなどを受けて、機内販売事業や空港店舗事業が低調に推移したことなどにより、前回

予想値を下回る結果となりました。 
 
2. 平成 22 年３月期通期連結業績予想の修正 

（1）通期連結業績予想数値 

 （平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）                （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり
当期純利益

前回発表予想（A） 110,000 1,000 1,000 400 31 円 35 銭

今回修正予想（B） 106,000 △500 △600 △1,400 △110 円 27 銭

増減額（B－A） △4,000 △1,500 △1,600 △1,800 －

増減率（％） △3.6 － － － －

前期（平成 21年 3月期）通期実績 113,225 601 1,358 392 30 円 74 銭



（2）業績予想の修正並びに特別損失発生の理由 

世界的な景気の後退を背景とした企業業績の停滞や個人消費の落ち込みは予想を上回るものとな

り、当社の主力事業である航空事業分野およびリテール事業分野においても事業環境は過去に例を見

ない厳しいものとなりました。当社グループの業績は第２四半期において改善傾向が見られたものの、

第 1 四半期の損失を補うまでには至りませんでした。このような状況を受けて平成 22 年３月期の業

績回復に向けて、経費節減を中心とする短期的緊急業績対策を実施しておりますが、景気低迷は長期

化の様相を呈しており、残念ながら通期の業績は大変厳しく推移する見通しです。 

このような経営状況を受けて、当社は平成21年10月 29日の取締役会において、平成22年度以降、

中長期的且つ安定的な黒字化と景気回復後の成長の実現に向けて、選択と集中による重点事業強化と

収益構造の抜本的な改革による企業体質強化を骨子とする事業構造改革実施を決議いたしました。 

これに伴い事業構造改革費用として、今期中に約 1,400 百万円の特別損失の発生が予想されること

から、今期の業績予想は前回公表した予想値を大きく下回る見込みとなりました。 

 
 
（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定

要素によって、実際の業績とは異なる場合があります。 
以 上 


